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LIVE ATHLETIC

― JAAFの目的―
陸上競技を通じてスポーツ文化の普及および振興を図り、

もって国民の心身の健全な発達に寄与し、
豊かな人間性を涵養する。

―陸上競技の価値―
陸上競技は、

さまざまなスポーツの基礎となる。
場所やレベルに関わらず、やる人、みる人を感動させる力を持つ。

人々のライフスタイルをアクティブにする力を持つ。

― JAAFミッション―
国際競技力の向上

（トップアスリートが活躍し、国民に夢と希望を与える）
ウェルネス陸上の実現

（すべての人がすべてのライフステージにおいて陸上競技を楽しめる環境を作る）

― JAAFビジョン―
2028 年

世界のトップ 8
アスレティックファミリー 150 万人

2040 年
世界のトップ 3

アスレティックファミリー 300 万人

よ り ア ス レ テ ィ ッ ク で い よ う

ラ イ ブ の ア ス レ テ ィ ッ ク を 体 験 し よ う



　日本陸上競技連盟は、1925年の創立以来、陸上競技に携わる多くの方々に支えられ、90年を
超える歴史を積み重ねてきました。今日の日本陸上競技界を築いて来られたのは、関係各位の
皆様のご理解、ご協力のたまものであると深く感謝申し上げます。来るべき 100年に向けて、な
お一層の努力を傾注してまいる所存でございます。
　いま改めて陸上競技の価値、我々のミッションを問い、本連盟は、2017年 5 月、「JAAF 
VISION」を発表しました。ビジョンを達成するため、世界の大舞台で競技者が最大限、才能を
発揮出来るよう各種施策を推し進め、将来を担う若い芽を育ててまいります。また、陸上競技の
果たす役割として、スポーツの機会の創造に取り組んでまいります。各種競技会や講習会の開
催、指導者の養成などの活動を通じて、スポーツを行う場を提供し、2020東京以降も陸上競技
が発展するように裾野を広げてまいります。
　更には、基盤となる組織の充実、そして日本陸上競技界の根本を支えて頂いている加盟団体、
協力団体をはじめとする地域や関連団体との連携をより進め、多くの関係者とともに歩み、環
境保全や社会貢献への取り組みも続けてまいりたいと思います。

公益財団法人日本陸上競技連盟

会長　横川　浩

日本陸上競技連盟の事業
公益財団法人日本陸上競技連盟は、日本の陸上競技界を統括し、代表する団体です。
陸上競技を通じてスポーツの普及と振興を図り、国民の皆様の心身の健全な発達、
そして豊かな人間性を育むことに寄与するために、さまざまな活動を行っています。

ウェルネス陸上

キッズからシニアまで様々な世代の人々
にスポーツの機会を提供し、スポーツを行
なう環境を整えることを目的とした「ウェ
ルネス陸上」の実現に取り組みます。

競技会の開催

多くの才能が競い合い、高め合う機会を創
出していくために、日本国内の競技会を35
大会主催し、各都道府県で開催される約
4,000大会を公認しています。

日本代表選手の
選定・派遣

オリンピック・世界選手権をはじめとす
る国際競技大会でのメダル獲得を目指
して、日本代表選手を選定・派遣してい
ます。

トップ競技者の
強化・育成

オリンピック・世界選手権をはじめとす
る国際競技大会で活躍する競技者を輩
出するために、トップ競技者・ジュニア世
代の強化・育成に取り組んでいます。

陸上競技を
支える活動

競技会の開催や競技者のサポートのため
に各種活動を行っています。

●競技規則の制定／審判員の養成／記録の公認　●施設・用器具の検定
と陸上競技場などの公認　●陸上競技の科学的調査・研究　●ドーピング
防止活動の推進　●トップ競技者へのメディカルサポート

普及・育成
指導者養成

陸上競技の裾野の拡大を目指し、各種イ
ベントや競技会の開催を通じた普及活
動、指導者養成や競技者育成の施策に取
り組んでいます。
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よ り ア ス レ テ ィ ッ ク で い よ う ラ イ ブ の ア ス レ テ ィ ッ ク を 体 験 し よ う

ごあいさつ

アスレティックとは、アスリートのようにポジティブな心とアクティブな身体の両方を手に入れている状態を指します。

陸上はシンプルなスポーツ。誰でも楽しむことができ、やる人、みる人を感動させる力を秘めています。

すべての人にアクティブなライフスタイルを。多くの人がより豊かな人生をおくれるよう、JAAFは活動を続けています。
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2016リオデジャネイロオリンピック

日
本
代
表
選
手
の
選
定
・
派
遣世　界 ア ジ ア

シニア

オリンピック
世界選手権
世界ハーフマラソン選手権
世界クロスカントリー選手権

世界室内選手権
ワールドリレーズ
世界競歩チーム選手権
デカネーション

アジア競技大会
アジア選手権
アジアクロスカントリー選手権
アジア選手権マラソン

アジア室内選手権
アジア選手権競歩
日中韓3ヵ国交流陸上
アジアグランプリ

ジュニア U20世界選手権 アジアジュニア選手権 日韓中ジュニア交流競技会

ユース ユースオリンピック アジアユースゲームズ アジアユース選手権

2017 2018 2019 2020 2021 2022

オリンピック 第32回 東京

世界選手権 第16回 ロンドン 第17回 ドーハ 第18回 ユージーン

アジア競技大会 第18回 ジャカルタ 第19回 杭州

U20世界選手権 第17回 タンペレ 第18回

ユースオリンピック 第 3回
ブエノスアイレス

※記載の情報は2017年7月10日現在のものです。

日本代表選手の派遣国際競技大会一覧

2016  U20世界選手権

日本代表選手の派遣国際競技大会一覧

予選から自己ベストを出し、決勝では13秒31で U20アジア記録を樹立
して、この種目日本初のメダルを獲得しました。これはユニバーシアー
ドを除く世界大会の110mH日本初のメダルという快挙でもありました。

山下潤選手、犬塚渉選手というダイヤモンドアスリートを始めとする、
将来を期待される現役大学生によるチームで臨みました。39秒01の
U20アジア記録タイで、2大会連続の銀メダル獲得となりました。

男子短距離陣の層の厚さは「過去最高」と評され、北京五輪以来のメダルが
期待された男子4×100mリレー。ウサイン・ボルトがアンカーを走るジャマ
イカに続く2着でフィニッシュし、37秒60のアジア新記録を樹立しました。

【男子4×100mリレー】銀メダル 37.60（アジア新記録）
山縣亮太／飯塚翔太／桐生祥秀／ケンブリッジ飛鳥

日本競歩は2008年の北京五輪での初入賞以降、五輪および世界選手権で入賞
の実績を積み、前年の北京世界選手権では初のメダルを獲得しました。五輪
でのメダルが望まれる中、悲願のメダル獲得となりました。

【男子50km競歩】銅メダル 荒井広宙 3:41.24

2004年アテネ大会、2008年北京大会に続く3回目の出場となったリオ五輪に
て、5m50を跳び7位入賞。日本人選手による棒高跳での五輪入賞は、実に64
年ぶりの快挙となりました。

【男子棒高跳】7位入賞 澤野大地 5m50cm

五輪初出場ながら7位でフィニッシュし、リオ五輪日本チーム入賞第1号とな
りました。2014年世界ジュニア選手権10000m競歩で金メダルを獲得し、2
年後シニアでも結果を残しました。

【男子20km 競歩】7位入賞 松永大介 1:20.22

【男子110mH】銅メダル 
古谷拓夢 13.31
（U20アジア記録：
99.0cm）

【男子4×100mリレー】
銀メダル 39.01
（U20アジア記録タイ）
竹田一平／山下 潤／
犬塚 渉／大嶋健太

東京2020オリンピックマラソン日本代表選考
2020年東京オリンピックのマラソンにおいてメダルを獲得するため、これまでの実績と課題を基に、
オリンピックに向けた強化とリンクした新たな選考方法を実施します。

2017年夏から「マラソングランドチャンピオンシップシリーズ」をスタートさせ、「マラソングランドチャンピオンシッ

プ」と「マラソングランドチャンピオンシップファイナルチャレンジ」で決定します。

※選考方針は日本陸連公式HPでご確認下さい

東京オリンピック

マラソングランドチャンピオンシップ マラソングランドチャンピオンシップファイナルチャレンジ
男子3大会
・福岡国際マラソン
・東京マラソン
・びわ湖毎日マラソン

女子3大会
・さいたま国際マラソン
・大阪国際女子マラソン
・名古屋ウィメンズマラソン

2020年8月

2019年9月以降 2019年冬
～2020年春

マラソングランドチャンピオンシップシリーズ ワイルドカード

男子5大会
・北海道マラソン
・福岡国際マラソン
・別府大分毎日マラソン
・東京マラソン
・びわ湖毎日マラソン

女子4大会
・北海道マラソン
・さいたま国際マラソン
・大阪国際女子マラソン
・名古屋ウィメンズマラソン

2017-2018シーズン、2018-2019シーズン 2017年8月1日～2019年4月30日

国際陸連公認大会など

世
界
で
栄
光
を
、

�

日
本
に
感
動
を
　

JAAF では国内トップレベルの力を持つ日本代表選手を選定し、
国際競技大会へ派遣しています。
世界選手権やオリンピックという憧れの舞台で栄光を掴み、
日本に多くの感動を届けられるよう、より多くのメダル獲得を目指しています。

日本代表選手の選定・派遣
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新たなタレントの発掘・育成システムの構築
誰にでもオリンピックで活躍するチャンスがある
一人でも多くの才能が2020年東京オリンピックの夢舞
台で脚光を浴びるように、競技者一人一人と向き合
い、競技者の特性に合った発掘・育成を行う仕組みを
構築します

中学・高校生世代の発掘
国際舞台で活躍した競技者の多くは、中学、高校以降に専門
の種目を決定し、10年足らずで世界レベルに達していると
いう世界の傾向から、中学、高校世代以降のタレントを発掘
します。

タレントを決めつけない（タレント・プールの形成）
タレント発掘の基準は、記録や競技会の結果に固執しませ
ん。様々な指標を設け、全国各地のタレント・マネージャー
が実際に目で見てポテンシャルの高い競技者を発掘すること
で、多種多様な能力を持ったタレントの集団を形成します。

種目を転向し、才能を開花させる� �
（タレント・トランスファー）
専門の種目に拘らず、様々な種目に挑戦することで、各競技
者のポテンシャルが最大限発揮できる最適種目を見つけ出
し、世界への一歩を踏み出します。

タレント・プールの中で光輝く原石を磨く

「ダイヤモンドアスリートプログラム」
個を重視したアスリート育成のためのプログラムを準備し、アスリートの成長と競技力向上を多面的
にサポートするものである。
また、アスリートを指導するコーチの育成も必須であるため連動したプログラムを展開する。

ダイヤモンドアスリートプログラム

強化システム
2020年東京オリンピックを見据えて、トップ競技者、
ジュニア世代の競技者の強化・育成を行っています。

強化競技者� �
（ゴールドアスリート・シルバーアスリート）
オリンピック・世界選手権でメダル獲得、入賞レベルの競技
成績を持つ強化競技者（ゴールド・シルバーアスリート）に指
定。強化費の支給を通して、競技生活をサポートしています。

強化対象競技者
強化競技者に次いで将来的にオリンピック・世界選手権での
活躍が期待される競技者を強化対象競技者に指定。合宿・大
会派遣・研修・測定などを通して、レベルアップを図ります。

ダイヤモンドアスリート
東京オリンピックを契機に中・長期的にエリートを育成するた
めに選ばれた競技者である。陸上競技を通じて、競技的には
もちろん、豊かな人間性を持つ国際人となり、今後の日本お
よび国際社会の発展に寄与する人材として期待される競技者。

U20オリンピック育成競技者
U20世代で、2020年東京オリンピックでの活躍が期待され
る競技者を「オリンピック育成競技者」に指定。合宿・研
修・測定などを通して、競技力向上をサポートしています。

ト
ッ
プ
競
技
者
の
強
化
・
育
成

種
目
別
強
化
・
年
代
別
強
化

個
人
強
化

強化対象競技者

U20オリンピック
育成競技者

ダイアモンド
アスリート

タレントの発掘

全国各地のタレントマネージャーが選手を発掘

タレント・プールの形成・拡充

様々な素質を持った選手の集団を形成

タレント・トランスファー（種目転向）

選手の素質と最適な種目をマッチング

トップレベルの強化

リーダーシッププログラム

海外合宿サポートプログラム

語学研修プログラム

栄養サポートプログラム

医科学測定

海外コーチ招聘

トップ競技者の強化・育成

無
限
の
可
能
性
を

�

秘
め
た
芽
を
育
て
る

JAAF は国内で芽吹いた才能を発掘すると同時に、
各年代やカテゴリーに応じた適正な強化・育成を行っています。 
2020年の東京オリンピックや、その他の世界大会で競技者が才能を
最大限に発揮できるようにサポートをしています。
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ランニング（ランニング・ジョギング・ウォーキング）
ランニングのきっかけづくりから、日常のランニング活動、大会出場まで、より多くの人がランニン
グを楽しめる環境づくりを大会主催者、ランナー双方に行います。

市民マラソン大会の連携・サポート
Road Running Commission（RRC）
安心・安全なランニング環境を整備すべく、全国のランニング・
マラソン大会の運営のサポートを行います。
１． 大会運営のガイドラインを策定し、各大会の運営業務の支援
を行うことで安心安全な大会の環境を構築する。

２． ランナー情報、エントリー、大会情報を連動する基幹システム
を作り、ランナーのプラットフォームを構築することでランナー、
大会主催者双方がよりランニングを楽しめる環境を整える。

３． 全国のロードレース大会の大会担当者（レースディレクター）
を一同に会したジャパンロードレースディレクターズミー
ティング（JRDM）を開催。

日本陸連ランニングクリニックサポートプロジェクト
全国のロードレースで行われるランニングクリニックに日本陸連
公認の指導者を派遣します。

ランニングのきっかけづくり
オトナのタイムトライアル（OTT） スポーツ庁後援

「草の根レース」と「トラックも走ろう」を合言葉に市民ラン
ナーには馴染みのない5000mのトラック記録会を実施。全国か
ら参加者、ボランティアが参加し、エリートランナーもペースメ
イカーとして参加者をサポートします。

プレミアムフライデー
プレミアムフライデーを「ランニングの日」と定め、スポーツ庁
が掲げるスポーツ実施率で課題となる働き盛りの世代のスポーツ
活動のきっかけづくりを行います。

かけっこ
遊びから陸上競技の楽しさを体験できる「かけっこプロジェクト」
競技会のような競争主体ではなく、遊びを通じて陸上競技を楽しむプロジェクト。「ストリートかけっこ」や「鬼ごっ
こ」などより多くの人が身近に走れる環境を提供し子どもの体力低下の問題に貢献します。

全国統一かけっこチャレンジ スポーツ庁後援

日本陸連公認陸上競技場にて写真判定機を用いた全国で開催されるか
けっこ記録会。競技会と同様の形式でありながら、参加資格の制限なく、
子どもから大人まで誰もが気軽に参加できるオープンなかけっこイベン
トを全国各地で開催いたします。

よしもとキッズプロジェクト
イオンモール×よしもとキッズプロジェクト　  
笑って！走って！全国横断かけっこツアー！ supported by JAAF

本プロジェクトはイオンモール株式会社とよしもとクリエイティブ・
エージェンシーと協力をして、全国のイオンモールにてよしもと所属タ
レントと陸上のトップアスリートのトークショー、10mのストリート
かけっこ記録会を開催しています。

2040年2 ,000万人を目指して
2040年までに、陸上競技、ランニング・ジョギングを楽しんでいる人口を2,000万人にすることを目指し、
ランニング（ジョギング・ウォーキング含む）とかけっこに関する取り組みを中心に行って参ります。

JAAF の新たなミッション  
「ウェルネス陸上」
これまで JAAFが時代に求められてきたことは、トッ
プアスリートの活躍によって国民に勇気をあたえる
こと、青少年の健全な育成に寄与することが中心で
した。しかしながら、少子高齢化社会のなかでスポー
ツがより人々の健康増進に貢献する役割を期待され
ています。日本陸連は今後「ウェルネス陸上」を新
たなミッションとして掲げ、誰もが気軽に行えるラ
ンニングやかけっこを通じてキッズからシニアまで、
すべての人のライフステージに応じたスポーツの機
会創造に取り組みます。

成人のスポーツ実施率目標
スポーツ庁が掲げる「週1回以上のスポーツを実施
する成人を65％にする」という目標に対し、陸上
競技、ランニング・ジョギングを行う人を20％、
約2,000万人にし、国民の健全な心身の発達に寄与
することを目標とします。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
陸
上

トップアスリート強化

U20 強化

高校生育成

中学生育成

キッズ・小学生

年 

齢

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
を
送
る

幅広い
運動能力の修得

ウェルネス陸上

競
技
陸
上

2016年 目標値

陸上競技、ランニング・
ジョギング実施率

8.0%

陸上競技、ランニング・
ジョギング実施率

20.0%（約2,000万人）

週 1回以上の実施率
42.5%

週 1回以上の実施率
65%

ジャパン
ロードレース
ディレクターズ
ミーティング
（JRDM）

OTT

長野マラソン
クリニック

Bloomberg Square Mile Relayへの運営協力
最小使用サイズ

10mm 10mm

最小使用サイズ

10mm 10mm

ウェルネス陸上

す
べ
て
の
人
に

�

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
生
を

エリート競技者が世界選手権、オリンピックでメダルを獲得することを
最終目標とする「競技陸上」に対し、キッズからシニアまで様々な世代の人々に
スポーツの機会を提供し、スポーツを行う環境を整えることを目的とした
「ウェルネス陸上」の実現に取り組みます。
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指導者養成
指導者は、陸上競技の裾野の拡大やジュニア・ユース選手の育成、トップレベルの強化など、あらゆ
る場面で欠かせない存在です。本連盟では、2021年度までに指導者資格有資格者5,000人を養成するこ
とを目標に掲げ、各種施策に取り組んでいます。

指導者の養成
JAAF公認コーチ養成講習会
各都道府県大会上位入賞者レベルの競技者の指導に携わる指導者を養成します。

JAAF公認ジュニアコーチ養成講習会
陸上競技の、「走・跳・投」の基本技術を幅広く指導ができるジュニアの
指導者を養成します。

CECSレベルⅠコーチ養成講習会
ユース・ジュニア競技者への国際基準の基礎的な指導法の習得を目的とし
て国際陸連公認の講習会を実施しています。

ブラッシュアップ
JAAFコーチングクリニック
最新の指導ノウハウや動向などを伝える講習会を実施しています。

U16指導者講習会
中学校の指導者を対象に、基礎的な指導方法の講習会を実施しています。

各種教材の作成
指導教本や安全対策のガイドブックや映像などを作成しています。

競技者育成
将来オリンピックや世界選手権で活躍するような競技
者の発掘や、トップアスリートとして必要な資質の向
上を目的とした研修合宿などを開催しています。

研修合宿
各都道府県の有望な中学生・高校生世代の競技者を対象に、
トップアスリートとしての資質を養うことを目的とした研修合
宿を実施しています。

JAAFアスリート発掘育成プロジェクト（U16）
中学生世代の競技者を対象に、陸上競技の普及とタレント発掘
を目的に年間約10会場で講習会を実施し、約2,000人の選手・
指導者が参加しています。

普及活動
陸上競技の裾野の拡大を目的に、各種イベントや競技会を開催します。

JAAFアスリート発掘育成プロジェクト（U13）
U13（小学生世代）の陸上競技の普及を目的に、全国約10会場で講習会を実施してい
ます。年間で約1,000人の選手・指導者が参加しています。

食育プロジェクト
栄養セミナーなどの講習会を通じて選手指導者に正しい栄養の知識について情報共有を
行っています。

“日清食品カップ”全国小学生陸上競技交流大会� �
“日清食品カップ”全国小学生クロスカントリーリレー研修大会
全国小学生陸上競技交流大会は毎年夏に、全国小学生クロスカントリーリレー研修大会
は、毎年冬に開催されています。予選会を含めると、約15万人を超える選手・指導者
などが参加しています。

キッズデカスロンチャレンジ
IAAFが推奨する走跳投の運動プログラムを用いて走跳投の基本運動を指導しています。

代表強化

普及 選手育成

指導者
養成

指導者が
陸上競技の

発展の中核を担う

シニア

U23
(大学生)

U19
(高校生)

U16
(中学生)

U13
(小学生)

陸上競技の
基本の啓発と
強化への橋渡し

育成

裾野を広げる活動
普及

強化
指
導
者
養
成

普
及
・
育
成 

指
導
者
養
成

普及・育成 指導者養成

世
界
へ
躍
進
す
る

�

強
さ
を
育
む

これから世界へ羽ばたく選手たちを育成することは、JAAF の重要な使命です。
そのためには、陸上競技の裾野を拡大し、育成の土壌を育むことが必要です。
競技全体の底上げが、未来を照らす光へとつながります。
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全国都道府県対抗駅伝

競
技
会
の
開
催

ゴールデングランプリ陸上 日本陸上競技選手権大会

U20・U18日本選手権 マラソン

ジュニアオリンピック

IAAF（国際陸上競技連盟）が主催する「IAAFワールド
チャレンジ」として位置づく大会。各種目に世界ランキ
ング50位以内の選手が4名以上参加します。

男女36種目で日本チャンピオンを決定する国内最高峰
の大会。オリンピックや世界選手権の代表選手選考競技
会を兼ねています。2016年で100回を迎えました。

U20・U18世代の
トップを争う大会
として開催。

オリンピック・世界選手権等の代表選手選考会を兼ねるなど、
年間7大会のマラソン大会を主催。

中学生の学年別日本一を決める大会と
して開催。

中学生からシニアまで各世代のトップランナーがたすきをつなぐ、都
道府県対抗の駅伝大会。男子優勝チームには天皇盃、女子優勝チーム
には皇后盃が授与されます。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

トラック＆ 
フィールド

ゴールデングランプリ

日本選手権混成
U20日本選手権混成
日本選手権
全日本中学通信陸上

全国高校陸上

全国高専陸上
全国定通制高校陸上
全日本中学陸上
全国小学生陸上
全国高校陸上選抜

国民体育大会
U20日本選手権
U18日本選手権
日本選手権リレー
ジュニアオリンピック

U20日本室内

マラソン 長野マラソン さいたま国際マラソン
福岡国際マラソン

大阪国際女子マラソン
東京マラソン

びわ湖毎日マラソン
名古屋ウィメンズマラソン

競歩 日本選手権50km競歩 日本選手権20km競歩
全日本競歩能美

駅伝

クロス
カントリー

都道府県対抗女子駅伝
都道府県対抗男子駅伝

全国小学生
　クロスカントリーリレー
全国中学駅伝
全国高校駅伝

X-RUN CHIBAクロスカントリー
日本選手権クロスカントリー
U20日本選手権クロスカントリー

※記載の情報は、2017年7月10日現在のものです。

日本陸上競技連盟主催大会一覧

JAAFでは小学生の大会から国際大会まで年間で35の主催大会を開催し、
日本国内約4,000大会を公認しています。日本選手権の第1回大会は1913年に
開催され、現在まで続く長い歴史をもつ大会です。そこでは多くの才能がぶつかり合い、
切磋琢磨することで互いの競技力を向上させています。

競技会の開催

切
磋
琢
磨
し
、�

�
�

共
に
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
へ
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陸
上
競
技
を
支
え
る
活
動

競技規則を制定し、ルールブック（上）・審判ハンドブック（下）を発
行しています。また公認審判員制度を設け、公認審判員の養成を行い、
全国で約4万人の審判が約4,000の大会運営にあたっています。また日
本記録・U20日本記録をはじめとした、すべての記録の公認も行ってい
ます。

陸上競技ルールブック

陸上競技審判ハンドブック

陸上競技研究紀要 クリーンアスリートを
めざして2017

競技会が公平で正しく運営され、記録の信頼性を保つ目的で、陸上競技
場、長距離競走（歩）路の公認及び用器具の検定制度を設けています。
全国に約550の公認陸上競技場と約300の公認長距離競走（歩）路があ
ります。

各種大会で科学的調査・研究活動を実施し、
その結果を選手や指導者にフィードバックし
ています。またその成果を「陸上競技研究紀
要」などにまとめ、発表しています。

「クリーンアスリートをめざして2017」を
作成するなど、アンチ・ドーピングの啓発
活動を推進し、選手や指導者へ情報提供を
行っています。また日本代表選手を中心
に、コンディショニングチェックや、メ
ディカルサポートを行っています。

競技規則の制定、審判員の養成、
記録の公認

陸上競技場、長距離競走（歩）路の  
公認と用器具の検定

陸上競技の  
科学的調査・研究

ドーピング防止活動の推進と  
トップ競技者へのメディカルサポート

競技場の検定

クリーンアスリートを
めざして 2017

アンチ・ドーピング
公益財団法人 日本陸上競技連盟

ク
リ
ー
ン
ア
ス
リ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
２
０
１
７

陸上競技を支える活動

高いレベルを目指す選手たちがその輝きを100% 発揮できるように、
ルールや記録、審判員をはじめとした環境の整備、 ドーピング防止活動や科学・
メディカルサポートなど、競技者が安心して活動できる土壌を整えています。

才
能
が
育
つ

�

安
定
し
た
土
壌
を

16 17

功労章 日本陸上競技界に功労のあった者
秩父宮章 本連盟あるいは加盟団体に功績があった者
高校優秀指導者章 高校生競技者または18歳未満の勤労競技者の指導者として特に功労のあった者
中学優秀指導者章 中学生競技者の指導者として特に功労のあった者
高校優秀選手章 高校生競技者または18歳未満の勤労競技者として優秀な者
中学優秀選手章 中学生競技者として優秀な者
勲功章 日本陸上競技界に勲功があった競技者及びその指導者
競技者育成章 オリンピック及び世界選手権の入賞者の育成・指導にあたった者
諸記録章 日本人で世界記録、日本記録を樹立した者
浄財寄付者顕彰 本連盟に浄財を寄付した者、または本連盟の財政に寄与した者

本連盟では、陸上競技界に功労、功績及び勲功があった競技者・関係者に栄章を贈り、
その名誉を表彰しています。

日本選手権優勝者の
栄誉を称えると共
に、国内外の競技会
で活躍が顕著であっ
た競技者や、陸上競
技を通じて社会に貢
献した競技者・関係
者を表彰することを
目的に2007年より
実施しています。

アスリート・オブ・ザ・イヤー
当年においてその活躍が最も顕著であっ
た競技者

優秀選手賞
当年において優秀な成績を収めた競技者

新人賞
当年において活躍が顕著であり、将来が
期待される競技者

特別賞
陸上競技を通じた活動や活躍が広く社会
に対して貢献したと認められる者もしく
は団体

※その他、国際陸上競技連盟との連携や、ガバナンス強化、財政基盤の確立など、陸上競技を支えるさまざまな活動を行っています。

栄章

アスレティックス・アワード



日本陸上競技連盟小史

銀 人見絹枝（女子800m）

大日本体育協会が
第1回陸上競技会
（今の日本陸上競
技選手権大会）を
開催。

1913
8月7日に 第9回
IAAF総会で大日
本体育協会に代わ
り全日本陸上競技
連盟が、わが国の
陸上競技界統括団
体として加盟承認。

1928
3月に行われた昭和45
年度代議員会で法人化
が決定。
それを受けて4月24
日、日本陸上競技連盟
が文部省より財団法人
として認可を受ける。

1971
大日本体育協会が
国際陸上競技連盟
（IAAF）に加盟。

1924
戦争で中断してい
た全日本陸上競技
連盟の組織が復
活。以降日本陸上
競技連盟と称す。

1945
第3回世界選手権
を東京・国立競技
場で開催。

1991
第12回アジア選
手権を福岡市・博
多の森陸上競技場
で開催。

1998
第7回世界室内選
手権をアジアで初
めて前橋市・グ
リーンドーム前橋
で開催。

1999
創立80周年を迎え
「日本陸上競技連
盟80年史」を刊行。

2005
第100回日本陸上
競技選手権大会を
開催。

2016
第34回世界クロス
カントリー選手権
を、アジアで初め
て福岡市・海の中
道海浜公園で開催。

2006
創立70周年を迎え
「日本陸上競技連
盟70年史」を刊行。

1995
3月8日に全日本
陸上競技連盟創
立。

1925
日本陸上競技連盟
の IAAFへの復帰
が承認された。

1950
創立30周年を迎
え、「日本陸連30
年史」を刊行。

1955

秩父宮章が制定さ
れた。

第11回世界選手
権を大阪・長居陸
上競技場で開催。

2007

第1回アスレティッ
ク・アワードを開催。

第19回アジア選手権を
兵庫県神戸市・神戸総合
運動公園ユニバー記念競
技場で開催。

2011

8月1日、日本陸上競技連
盟が公益財団法人に移行。

末續慎吾

村上幸史

為末　大

※記載の情報は2017年7月10日現在のものです。

金 織田幹雄（男子三段跳）

1928

1991

1993

1997

1999

2001

2003

2005
2009 2013

20112007
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金  南部忠平  
（男子三段跳）

銀  西田修平  
（男子棒高跳）

銅  大島鎌吉  
（男子三段跳）

銅  南　昇竜  
（男子マラソン）
銅  大江季雄  
（男子棒高跳）
銅  田島直人  
（男子走幅跳）

銅  南部忠平  
（男子走幅跳）

金 孫 基禎（男子マラソン）

金 谷口浩美（男子マラソン）

銀 西田修平（男子棒高跳）
銀 原田正夫（男子三段跳）

金  田島直人  
（男子三段跳）

銅  円谷幸吉（男子マラソン）

銅  安部友恵（女子マラソン）
銅  佐藤信之（男子マラソン）

銅  千葉真子（女子10000m）

銅  有森裕子  
（女子マラソン）

金  野口みずき  
（女子マラソン）

金  室伏広治  
（男子ハンマー投）

銀  君原健二  
（男子マラソン）

銀  森下広一  
（男子マラソン）
銀  有森裕子  
（女子マラソン）

金  高橋尚子  
（女子マラソン）

銅  男子4×100mリレー  
（塚原・末續・髙平・朝原）

銅  室伏広治  
（男子ハンマー投）

銀 山下佐知子（女子マラソン）

銀 市橋有里（女子マラソン）
金  浅利純子（女子マラソン）

金  鈴木博美（女子マラソン）

銀 土佐礼子（女子マラソン）
銀 室伏広治（男子ハンマー投）
銅 為末　大（男子400mH）

銀 野口みずき（女子マラソン）
銅 末續慎吾（男子200m）
銅 室伏広治（男子ハンマー投）
銅 千葉真子（女子マラソン）

銅 尾方　剛（男子マラソン）

銅 土佐礼子（女子マラソン）

銅 為末　大（男子400mH）

銅  荒井広宙  
（男子50km競歩）

銀 尾崎好美（女子マラソン）
銅 村上幸史（男子やり投）

銅 福士加代子（女子マラソン）

金  室伏広治（男子ハンマー投）
銅  谷井孝行  
（男子50km競歩）

2016
リオデジャネイロ

銀  男子4×100mリレー  
（山縣・飯塚・桐生・ケンブリッジ）

オリンピック・世界選手権のメダリストたち
これまでの入賞数

2017年6月1日現在 金 銀 銅 4 5 6 7 8

オリンピック 7 8 10 15 18 19 10 2

世界選手権 4 6 13 10 11 14 12 9

18 19

オリンピック・世界選手権での活躍と 日本陸上競技連盟小史

1913 1924 1925 1928 1932 1936 1945 1950 1955 1964 1968 1971 1991 1992 1993 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2011 2012 2013 2014 2015 2016



日本陸上競技連盟概要

登 録 会 員 数

公 式 サ イ ト

正 式 名 称 公益財団法人日本陸上競技連盟
Japan Association of Athletics Federations 

創　立 1925年3月8日 

423,581人（2017年3月末現在）
一般89,159人　学連20,612人　高校 115,496人　中学 198,314人

事務局所在地 〒163-0717
東京都新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル17階
TEL：03-5321-6580　FAX：03-5321-6591

法 人 認 可 1971年4月24日 
※2011年8月1日より公益財団法人に移行

概　要
ロ ゴ マ ー ク

公式マスコット

アスリオン

一般学連高校中学

http://www.jaaf.or.jp/ 
発行日／2017年7月10日
発行／公益財団法人日本陸上競技連盟
写真提供／フォート・キシモト／
　　　　　アジャンシー・ショット／陸上競技マガジン
デザイン／クリエイティブセンター広研
印刷／広研印刷株式会社
※情報は2017年7月10日現在のものです
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1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

評議員
評議員会議長　　中曽根弘文
評議員会副議長　尾崎　宏
評議員 羽角　光一 髙木　義雄 和中　信男 長谷川巧治

 南　　正晃 詫間　茂 奥山　幸男 西川晃一郎
 舟橋　昭太 岡　　桂子 芦田　昭充 安藤　宏基
 大田　弘子 名古　岳彦 野田　健 増田　明美
 松本　正之 松本　正義

役員
会　長 横川　浩
副会長 友永　義治　　八木　雅夫
専務理事　尾縣　貢
理　事 橋本　秀樹 矢萩　治男 潮田　茂 齋藤　宰 

 平塚　和則 木原　靖之 新谷　誠規 稲垣　裕 
 竹内　章 山本　宜史 浜﨑　正信 中山　桂 
 串間　敦郎 大西　清司 伊東　浩司 清水　真 
 小手川強二 鈴木　一弘 繁田　進 山澤　文裕 
 瀬古　利彦 平田　竹男 高橋　尚子 室伏　広治 
 有森　裕子 河野　太郎
監　事 山田　浩一 前島　伸行 室城　信之

名誉会長　河野　洋平

顧　問 帖佐　寛章 相澤　英之 佐々木秀幸 渡辺　泰造 
 櫻井　孝次 田中　嵩 大串　啓二

名誉会長（1名）

理事会

会長（1名）

副会長（2名）

専務理事（1名）

理事（26名）

専門委員会

総
務
企
画
委
員
会

強
化
委
員
会

法
制
委
員
会

財
務
委
員
会

競
技
運
営
委
員
会

普
及
育
成
委
員
会

施
設
用
器
具
委
員
会

科
学
委
員
会

医
事
委
員
会

事務局

顧問（7名）

組織図 監事（3名）

評議員会（20名）

国際陸上競技連盟
（IAAF）

国際オリンピック委員会
 （IOC）

アジアオリンピック評議会
（OCA）

日本オリンピック委員会
（JOC）

アジア陸上競技連盟
（AAA）

10地域陸上競技協会

各登録団体（加入団体）・登録会員

47都道府県陸上競技協会
（加盟団体）

日本体育協会
（JASA）

＜協力団体＞
日本実業団陸上競技連合
日本学生陸上競技連合
全国高等学校体育連盟
日本中学校体育連盟
日本マスターズ陸上競技連合

関連
組織図

日本陸上競技連盟
（JAAF）

1999-2013

第6代会長
河野 洋平

1965

第3代会長
河野 一郎

1959-1965

第2代会長
春日 弘

1975-1999

第5代会長
青木 半治

1928-1959

初代会長
平沼 亮三

2013-現在

第7代会長
横川 浩

1965-1975

第4代会長
河野 謙三

歴代
会長

20
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日本陸上競技連盟公式ガイド


